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はじめに

本書では、「FormPat 3.0 環境設定ガイド」の「IISのインストール」、「IISの設定」、「統合Windows認証について」について Windows Server 2003 / 2000 / Vista / XP を対象に補足説明します。
本書は、FormPat Ver.3.0.0.0 以降を対象としています。

本書に掲載されている会社名、製品名は、それぞれ各社の商標です。

IIS のインストール
IIS(インターネット インフォメーション サービス)のインストールを行います。
既にIISの環境が整っている場合は、次章へ進んでください。(Windows Server 2003 は標準ではインストールされていません。)

( Windows Vista は 7. へ ) 
1.  Windows Server 2003, XP, 2000 
[スタート]→[コントロールパネル]から[プログラムの追加と削除]をクリックします。
[Windowsコンポーネントの追加と削除]を選択します。
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( Windows 2000, XP は 5. へ )
2.  Windows Server 2003 
Windows コンポーネント ウィザード から、[アプリケーション サーバー]をチェックし、[詳細]をクリックします。
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3.  Windows Server 2003 
アプリケーション サーバー の詳細設定で、[ASP.NET]と[インターネット インフォメーション サービス(IIS)]をチェックし、[OK]をクリックします。
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4.  Windows Server 2003 
Windows コンポーネント ウィザード に戻ると、[次へ]をクリックします。
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( Windows Server 2003 は 6. へ )
5.  Windows 2000, XP 
Windows コンポーネント ウィザード では [インターネット インフォメーション サービス (IIS)]をチェックし、[次へ]をクリックします。
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6.  Windows Server 2003, XP, 2000 
Windowsコンポーネントウィザードの完了画面が表示されたら、[完了]をクリックします。
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[コントロールパネル]を終了します。
Windows Server 2003, XP, 2000 の IIS のインストールは以上で終了です。
7.  Windows Vista 
[スタート]→[コントロールパネル]から[プログラム]をクリックします。
[Windowsの機能の有効化または無効化]をクリックします。
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※ユーザーアカウント制御の画面が表示されたら、[続行]クリックします。
　以降、ユーザーアカウント制御の画面では、すべて[続行]をクリックします。
8.  Windows Vista 
[Internet Information Services]を展開([＋]→[－])、[Wold Wide Web サービス]を展開([＋]→[－])、[アプリケーション開発機能]を展開([＋]→[－])後、[Internet Information Services]をチェック、[ASP.NET]をチェックし、[OK]をクリックします。
関連してチェックされる項目はそのままにします。
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[コントロールパネル]を終了します。
Windows Vista の IIS のインストールは以上で終了です。
IISの設定
( Windows Vista は 16. へ )
1.  Windows Server 2003, XP, 2000 
[スタート]→[コントロール パネル]→[管理ツール]から[インターネット インフォメーション サービス]をクリックします。
※Windows 2000 は、[インターネット サービス マネージャ]です。

2.  Windows Server 2003, XP, 2000 
インターネット インフォメーション サービスでは、の左ペインのツリーを展開し、[既定のWeb]サイトを選択します。
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3.  Windows Server 2003, XP, 2000 
メニューから[操作]→[新規作成]→[仮想ディレクトリ]を選択すると、[仮想ディレクトリの作成ウィザード]が起動します。[次へ]をクリックします。
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4.  Windows Server 2003, XP, 2000 
エイリアスに FormPat と入力し、[次へ]をクリックします。
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5.  Windows Server 2003, XP, 2000 
ディレクトリに FormPat をインストールした C:\FormPat を指定し、[次へ]をクリックします。
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6.  Windows Server 2003, XP, 2000 
[読み取り]、[ASPなどのスクリプトを実行する]にチェックをし、[次へ]をクリックします。
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7.  Windows Server 2003, XP, 2000 
[完了]をクリックします。
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8.  Windows Server 2003, XP, 2000 
.NET Framework 1.1 がインストールされている場合、仮想ディレクトリで使用するASP.NETのバージョンが 2.0 ではなく、1.1 に設定されている可能性があります。
念のため、作成した仮想ディレクトリのプロパティを開き、[ASP.NET]タブのASP.NETのバージョンが 2.0.50727 となっているか確認し、それ以外に設定されている場合は変更してください。
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( Windows 2000, XP は 12. へ)

9.  Windows Server 2003 
インターネット インフォメーション サービス より [アプリケーション プール] 、[DefaultAppPool]を選択します。
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10.  Windows Server 2003 
メニューから[操作]→[プロパティ]を選択します。
[DefaultAppPoolのプロパティ]より[リサイクル]タブを選択し、[ワーカープロセスのリサイクル]のチェックを外します。(デフォルトの1740分をオフにする)
また、[ワーカープロセスのリサイクルを以下の時間に行う]に FornPat にログインされない時間を指定します。FormPat ログイン中にリサイクルが開始されると FormPat のセッションが切れますのでご注意ください。
運用環境により他のワーカープロセスのリサイクル設定もご検討ください。ワーカープロセスのリサイクルはシステムリソース回復のために設定すること推奨します。
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11.  Windows Server 2003 
[DefaultAppPoolのプロパティ]より[パフォーマンス]タブを選択し、[アイドルなワーカープロセスの解放までの待ち時間]のチェックを外し(デフォルトの20分をオフにする)、[OK]をクリックします。
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12.  Windows Server 2003, XP, 2000 
環境ファイル(control.xml, usercontrol.xml)のセキュリティ対策を行います。
インターネット インフォメーション サービスの左ペインのツリーを展開し、[既定のWeb]サイトから FormPat を選択します。次に右ペインから control.xml を選択します。
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13.  Windows Server 2003, XP, 2000 
メニューから[操作]→[プロパティ]を選択し、[読み取り]のチェックを外し、[OK]をクリックします。
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14.  Windows Server 2003, XP, 2000 
[インターネット インフォメーション サービス]の右ペインから usercontrol.xml を選択し、13. と同様の処理を行います。

15.  Windows Server 2003, XP, 2000 
インターネット インフォメーション サービス または インターネット サービス マネージャを終了します。
( Windows Server 2003, XP, 200 は次章へ )

16.  Windows Vista 
[スタート]→[コントロールパネル]から[システムとメンテナンス]をクリック。
システムとメンテナンスでは、[管理ツール]をクリック。
管理ツール]は、[インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャ]をダブルクリックします。

17.  Windows Vista 
 [インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャ]の左ペインのツリーを展開し、[Default Web Site]を選択します。
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18.  Windows Vista 
[Default Web Site]を右クリックし、[仮想ディレクトリの追加]を選択します。
[仮想ディレクトリの追加]ではエイリアスに FormPat 、物理パスに C:\FormPat と入力し、[OK]をクリックします。
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19.  Windows Vista 
インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャの左ペインの[FormPat]を選択します。
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20. [FormPat]を右クリックし、[アプリケーションへの変換]を選択します。
[アプリケーションへの変換]では[OK]をクリックします。
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21.  Windows Vista 
インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャを終了します。

統合Windows認証について

FormPatのログイン認証に加えて、統合Windows認証に対応しています。
統合Windows認証を利用することで、WindowsへログインしているとFormPatへのログインを省くシングルサインオンが可能になります。

1.  [スタート]→[コントロール パネル]→[管理ツール]から[インターネット インフォメーション サービス]をクリックします。
※Windows 2000 は、[インターネット サービス マネージャ]です。

2. インターネット インフォメーション サービスでは、 [Webサイト]→[既定のWebサイト]→[FormPat]を選択します。
Windows 2000 は[Webサイト]がありませんので、[既定のWebサイト]→[FormPat]を選択します。
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3. メニューから[操作]→[プロパティ]を選択します。
4. [ディレクトリセキュリティ]タブを選択し、[編集]をクリックします。
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5. [認証方法]の[匿名アクセス]のチェックを外し、[OK]をクリックします。
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6. インターネット インフォメーション サービスを終了します。

7. [スタート]→[アクセサリ]から[メモ帳]を選択します。
8. メモ帳のメニューから[ファイル]→[開く]を選択し、control.xml を開きます。
デフォルトのファイルの場所は C:\FormPat\control.xml です。
9. control.xml から下記の記述を検索します。
<!-- 統合Windows認証(0:無, 1:有) -->
<authentication>0</authentication>
0 を 1 に変更します。
10. メモ帳のメニューから[ファイル]→[上書き保存]を選択します。
11. メモ帳を終了します。
統合Windows認証が有効な場合、ログインは以下の通りとなります。

・ドメインアカウントを保有しているユーザー

1. http://localhost/FormPat/WebLoginN.aspx にアクセスします。

2. 統合Windows認証が正常に終了した場合はメニューページが表示されます。
統合Windows認証が失敗した場合はログインページが表示されます。
・ドメインアカウントを保有していないユーザー
1. http://localhost/FormPat/WebLoginN.aspx?na=1にアクセスします。
?na=1 は統合Windows認証が有効な場合でも、統合Windows認証を行わずにログインページを表示するためのパラメータです。ドメインアカウントを保有していないユーザーが混在する場合、保有していないユーザーからのアクセスにはパラメータを付加したアドレスを使用してください。
2. 統合Windows認証ダイアログが表示されます。
事前に作成しておいたWindowsの汎用的なアカウントでログインします。

3. ログインページが表示されます。FormPatのユーザーIDでログインします。
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